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背 景

慢性維持血液透析患者の食事療法基準として、

日本透析医学会では、1日の塩分摂取量を6ｇ未満と

推奨している。

現在、透析患者は高齢化が進む中で、高齢者は

味覚が低下しているという報告もあり、減塩食を習慣

付けることは困難な場合がある。



目 的

当院の患者96名に対し塩味感度テストを行い、その

特徴を検討する。

塩味感度が低下している患者に対し、減塩食を指導

をすることで味覚が改善するか検証し、体重増加率の
変化を観察する。



塩味感度テストを行った対象者

慢性維持透析患者 96名

平均年齢 65.4±12.8歳

平均透析歴 154±129ヶ月

男女比 56：40

慢性維持透析患者 4名

平均年齢 74.0±7.4歳

平均透析歴 146±137ヶ月

男女比 2：2

食事指導を行った対象者



方 法

食塩水（0.05%から0.05%ずつ濃度を上げ0.5%

までの濃度）を薄い濃度から順に口に含み塩味

を感じる濃度を調査した。

塩味感度が低い患者4名に食事調査・指導を

行い1週間後に同様の味覚テストを行った。また、

指導前後における体重増加率も比較した。



塩味感度
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普段の食生活で塩分制限を意識している患者は、塩味に対する味覚感度が平均0.17％
意識していない患者では平均0.30％と、前者の方が有意に低値を示した。

n=96
P<0.01



年齢別 塩味感度
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n=96

高齢になるに伴い、味覚感度の閾値が緩やかに上昇傾向を認めた。



塩味感度と体重増加率
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味覚感度の閾値が上昇するに伴い、体重増加率も上昇傾向を認めた。

n=76



食事指導前後における塩味感度
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食事指導前の塩味感度閾値は平均0.44％、指導後には平均0.31％と低値を認めた。



食事指導前後における体重増加率
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考 察

塩味に対する味覚感度が低下している患者は、塩分制限

を意識しておらず、味の濃い食事を摂取している割合が多い

印象を受けた。

味を感じる味細胞の寿命は、10日程度と言われており

減塩食を1週間続けたことにより味覚が改善されたと考える。

今後、食事指導を行い味覚が改善した患者に対し、減塩食

を継続していけるようアプローチをしていくことが重要である。



結 語

・加齢に伴い塩味に対する感度閾値が緩やかに上昇

傾向を認めた。

・減塩食を意識していない患者は、塩味に対する味覚

感度が低下している傾向を認めた。

・減塩食を継続することで味覚が改善し、体重増加率

も減少した。
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